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令和元年度（春期）インターンシップの受け入れ （3月2～6日） 

 屋久島森林生態系保全センターでは、東京農工大学 4 年の学生

1 名を農林水産省就業体験実習(インターンシップ)として受け入

れ、当保全センターの業務内容等についての体験実習を行いました。 

 実習では、屋久島森林生態系保全センターの業務概要を始め、①

森林生態系等のモニタリングと保全対策②レクリエーションの森の

保全・利用③外来種対策④国有林への入林申請などの当センター業

務全般のほか、貯木土場でのヤクスギ土埋木の説明、小杉谷の歴史

などについても追加で実施しました。 

縄文杉の保護対策を学ぶ 
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洋上アルプス №301 ❶ 

１ 森林生態系保全業務 

(1)職員と森林保護員(GSS)による世界自然遺産地

域等のパトロール 

(2)森林生態系モニタリング調査（屋久島北部地域の

植生調査等、高層湿原保全対策）及び著名ヤクス

ギ等の樹勢診断  

(3)アブラギリ等外来種対策（駆除比較試験、行政連

絡会との連携）  

(4)気象モニタリング（雨量、気象観測及び降灰植生

調査）  

(5)ヤクシカ対策（植生保護柵管理、有害鳥獣捕獲

等）  

２ 普及教育及び森林空間総合利用等 

(1)森林環境教育、「屋久島森の塾」等の実施（他機

関との連携協力）  

(2)屋久島レクリエーションの森保護管理協議会等

への指導・助言 

３ その他 

(1)関係機関等との連携・協力 

(2)広報誌「洋上アルプス」及び年報の発行 

(3)学術調査研究等に係る入林手続き 

(4)ホームページの更新及び充実 

(5)各種資料のデータベース化（雨量観測、学術論文

等） 

2020年度 屋久島森林生態系保全センター業務計画 

 一週間の就業体験実習を終え、研修生からは、「森林生態系の保全と利用についての貴重な体験

ができたことに加え、外来種やヤクシカ対策など屋久島が抱えている問題について、実際の体験

を交えて詳しく学べて有意義な経験となった。また、業務の内容だ

けでなく、屋久島での文化についても教えていただきありがとうご

ざいました。」との感想をいただきました。 

 彼女は、以前にも近中局管内でのインターンシップの経験があり、

今回のインターンシップを通じで、一般的な森林管理業務とは異

なった森林生態系保全に関する業務を体験し林野庁職員の業務の

幅広さを体感したとのことであり、これらの経験を活かして、近い

将来、私たちの職場で活躍してくれることを期待しています。 
下層植生を学ぶ 



 

 
 

2019 屋久島森林生態系保全センターの活動  ─ トピックス ─ 

洋上アルプス №301 ❷ 

4 月 1 日付転入 

○ 所長 林 友和（九州局計画保全部 専門官（災害調

整担当））  

○ 生態系管理指導官 宮本 和久（熊本南部森林管理

署 森林技術指導官）  

4 月 1 日付転出 

○ 宮崎北部森林管理署 署長 黒木 興太郎 （所長） 

○ 西都児湯森林管理署 次長 奥村 克 （生態系管理

指導官） 
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屋久島地杉コンテナ苗を植栽！ 「✨☆最優秀賞☆✨」受賞!! 高層湿原保全対策現地検討会  

   
今回植栽した苗木は、バランスのとれた持

続可能な森林づくりを目指し、「チーム屋

久島」として民国連携で取り組んでいる育

苗試験で発根したものです。 

第53回林業関係広報コンクールにおいて、

この「洋上アルプス」が広報誌部門「最優

秀賞」を受賞しました。今後も充実した誌

面作りに取り組んで参ります！ 

高層湿原の現地調査結果を踏まえ、自然

環境への配慮など活発な議論が交わされ

ました。今回の検討会は、保全対策の実

施に向け有意義なものとなりました。  

小・中学校の教職員を対象に 夏休み期間中の森林パトロール インターンシップ受け入れ 

   
町内小学校教職員対象の「屋久島森の

塾」を今年度は中学校にも広げ、総勢17

名参加のもと開催しました。森林環境教

育の一層の推進を目的としています。 

観光客や登山客で賑わう夏。国有林内

でのルール遵守・マナー向上の呼びか

けや、保護林内の状況把握を目的とし

た森林パトロールを行いました。 

九州大学１年の学生1名が1週間の農林

水産省就業体験実習を行いました。現

場の大切さに触れた今回の体験が今後

に活かされることを期待しています。 

森林・林業の技術交流発表大会 杉の香薫る未来のマイホーム？ 熊毛地区植樹祭へ参加 

   
熊本市で開催された「森林・林業の技術

交流発表大会」で、当保全センターは「屋

久島におけるグリーンサポートスタッフ（GSS）

の取組」について発表しました。 

屋久島町立安房中学校1年生28名の森

林教室では、加工センターで製材する様

子を見て「屋久島の地杉で家を建てた

い！」等の嬉しい声が聞かれました。 

『森がすき ずっとずっと 守りたい』をテー

マに開催された植樹祭では、屋久島の森

林資源の活用に向けた育苗生産の取組

等について説明しました。 

で 活動  １７０名への環境教育 森林教室 in 種子島 

   
アサヒビール㈱鹿児島支社長をはじめ職

員の方々、屋久島町長や地元関係者の

総勢103名による清掃作業で気持ち良い

木道になりました。お疲れ様でした！  

屋久島町立中央中学校全校生徒を対

象とした出前授業は、今までにない大人数

で資料作成など大変苦慮しましたが、生徒

の皆さんには大変喜ばれました。 

ヤクタネゴヨウ保全の会の依頼で実施した

西之表市立榕城小学校6年生84名の森

林教室は、種子島の植物の説明や木の名

前当てクイズ等で盛り上がりました。 
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2019/12/23 
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2020/1/11 

2019/6/3～4 

2019/11/30 



 コマドリは屋久島にも生息する、スズメと同じくらいの大き

さの小鳥です（写真）。しかし、大きさ以外はスズメとはずい

ぶん異なります。まず、スズメのチュンチュンという地味な鳴

き声とは異なって、コマドリは「ツィン、ピュリリリリッン」

と澄んだ声でさえずります。その美しいさえずりは谷を挟んだ

遠くの斜面からでも聞き取ることができ、ウグイスやオオルリ

とともに日本三鳴鳥の１つとされています。ですから、コマド

リがどんな鳥か知らなくても、名前だけは聞いたことのある人

も多いのではないでしょうか？ 

 また、全体に茶色がかったスズメと異なり、コマドリは明るいオレンジ色の胸が特徴的です。

背中は赤茶色でお腹は灰白色なのですが、森で見かけるとオレンジの胸がとても鮮やかです。もっ

とも、コマドリは森林下層のよく茂った藪の中にいることが多いので、姿を見るのは簡単ではあ

りません。 

 さらに、スズメがユーラシア大陸の東西にまたがって広く分布するのにくらべると分布も限ら

れていて、コマドリは日本列島周辺の島にしかいません。東アジアに生息する大陸の近縁種とは

数百万年以上前に分化したと推測されています。サハリンや千島列島の一部を除くと、ほぼ日本

列島の固有種ということができ、英語名も Japanese Robin といいます。 

 そして、スズメが多くの地域では基本的に一年中同じ場所にすんでいる留鳥なのと違って、コ

マドリは渡り鳥です。日本列島で繁殖して、冬は主に東南アジアですごします。ただ、日本の南

部には越冬する個体も少数いて、屋久島では冬にも記録があります。 

 生息地も人里に棲むスズメとは対象的で、コマドリが

すむのは主に山地の森です。広葉樹に交じる針葉樹が増

え、風がひんやりと感じられるあたりまで山を登ると、

ようやくコマドリの声を聞くことができます。屋久島

だったら屋久杉が増えてくる 1000 ｍ以上の地域です。

ですから、屋久島より南の高い山のない島々にはコマド

リはいません。もともと分布が日本列島の周辺地域に限

られる鳥ですから、屋久島が南限の繁殖地ということに

なります（図）。 

 そんな山の鳥コマドリですが、最近、各地で減少して

いるという報告があります。原因はニホンジカの増加で

す。シカが増えすぎて森林の下層植生を食べ尽くしてしまうと、藪の中で餌をとったり藪陰の地

上に巣を作ったりすることができなくなり、コマドリも減ってしまうのです。屋久島でもシカが

増え、植生への影響が出ています。私が数年前に屋久島でコマドリを調査した目的の一つもシカ

の影響を評価することでした。さいわい調査した時点では目立って減ってはいませんでしたが、

今後の変化には注意する必要があるでしょう。 （つづく） 

 屋久島のコマドリ（第1回）  

━━━ 南限の繁殖地 ━━━ 
関 伸一（国立研究開発法人 森林総合研究所 関西支所･生物多様性研究グループ）       

洋上アルプス №301 ❸ 

屋久島の山地の森でさえずるコマドリの

雄（尾上和久氏撮影）  

日本列島でのコマドリの分布（環境省2004の

情報をもとにQGIS3で作図）  



 

 
 

屋久島生態系モニタリング 

屋久島南部等地域の垂直方向植生モニタリング調査（平成30年度） 

●標高5mプロット（大川の滝風景林〔海岸林〕） 

大川右岸最下流部の広葉樹二次林内に設定されて

いる。確認種数は 49 種（H25 年度： 36 種）。照葉樹

が優占する広葉樹二次林の海岸林である。台風24

号の影響を受け、林冠を構成するホルトノキ等の高

木が倒壊し、亜高木・低木層のモクタチバナ等が塩

害で落葉する等の被害を受けた。スダジイが調査プ

ロット内から消失し、ブナ科植物の衰退が懸念される。

サカキカズラ等のつる植物は旺盛に生育している。 

●標高 5m プロット（田代ヶ風景林〔海岸林〕） 

田代海岸に隣接する広葉樹二次林内に設定された

海岸平坦地である。確認種数は41種（H25年度：44

種）。照葉樹が優占する広葉樹二次林の海岸林であ

る。この地域の海岸林の特徴であるクチナシの自生

が確認され、H30年度は亜高木層にまで達したクチ

ナシを確認。ヤクシマシュスランが選択的にヤクシカ

の食害を受けていた。ヒメユズリハ高木にはイエシロ

アリの蟻道が確認された。健全に見えても内部は腐朽・虫害が進行し、強度が次第に低下してくることが予測

される。 

洋上アルプス №301 ❹ 

白谷雲水峡① 概要 （白谷雲水峡リーフレットより） 

 白谷雲水峡は、標高600m～1,050m、面積424ha、ヤクスギなど

の原生的な森林を容易に鑑賞できます。また、ハイキングなど気軽

に訪れる最適の森林レクリエーション地区として、昭和49年3月荒川

地区のヤクスギランドとともに自然休養林に指定されたものです。 

 宮之浦から10km、車で25分、宮之浦港から路線バスが利用でき

ます。 

 散策コースは、弥生杉コース（約1時間）、奉行杉コース（約3時間）、太鼓岩往復コース（一部楠川歩

道、約4時間）を鑑賞できます。 

 楠川歩道沿いでは、ヤクスギと照葉樹との混生したすばらしい眺めが味わえ、林内は珍しい地床植物

（シダ・コケ類）で緑に覆われており、「もののけ姫」の舞台のイメージの源となった幽玄な世界に引き込ま

れます。 

 また、入口近くの林内を流れる白谷川の清流、重なり合った巨岩、切り立った渓谷が身

近に味わえ、特に春先の川岸のサクラツツジ、初夏のサツキの彩りは、まさに自然の庭

園です。 

 ここ白谷雲水峡は、九州最高峰宮之浦岳への登山道が縦断し、辻峠、ウィルソン株、

大王杉、縄文杉を経由して頂上へと至ります。 

標高5mプロット（大川の滝風景林〔海岸林〕）の群落横断図  

標高5mプロット（田代ヶ浜風景林〔海岸林〕） の群落横断図  


